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電信柱が高いのも、郵便ポストが赤いのも、

すべて社長の責任である



金津屋とは
・新潟県五泉市で創業１１７年、従業員２４名の金物店。明治４１年

　鋳掛屋（穴の空いた鉄鍋の補修）として創業

・本日はバリューアップDX事例として、地方の金物屋が、

「深海戦略」という戦略で、全国のコアファンを獲得した取り組みを紹介



金津屋のバリューアップDXとは
全国の職人さんが「誇り」を持って仕事に打ち込めるよう支援し、

その結果として企業価値が高まる好循環を生み出すこと。



1908年

鋳掛屋として創業

1960年代

法人化

サッシ・建材事業に展開

1970年代

オイルショック

1999年

社長就任

2000年

リフォームに

本格進出

2008年

リーマン・ショック

2009年

組織再編

プロ・マド・ギフト

リフォーム

2020年

コロナショック

2021年

自社ECサイト立ち上げ

現専務入社

金津屋の歴史
業種・業態に固執せず、何度も事業を転換し、117年の歴史を築く



「深海戦略」とは
・通常のブルーオーシャン戦略は、競争の激しいレッドオーシャンを避けるもの

・ブルーオーシャンはいずれレッドオーシャン化するという弱点がある

・深海戦略とは、大企業が激しい価格競争を繰り広げる「浅瀬（レッドオーシャン）」を避け、

　特定のこだわりを持つ人達だけが住む「深海」のようなニッチな市場で、独自の価値を作る経営戦略

レッドオーシャン ブルーオーシャン

深海の超ニッチ市場



外部支援者
支援期間：1999年〜現在

25年来の社長の精神的な支柱。

魂の着火剤としての「心理的安全性」。

支援期間：2025年6月〜現在

中小企業診断士養成過程の

実習生による診断や、

神戸大学MBA生による

ヒアリングによりビジネス

モデルを磨き込んだ。

支援期間：2024年3月〜現在

職人の熱量と当社のビジョンを

「財務の言葉」に翻訳。

支援期間：2022年6月〜現在

DXを包括的に支援。

私たちの強みを「深海戦略」という

コンセプトに言語化

支援期間：2022年6月〜現在

DXの専門家と出会いを支援。

「深海戦略」の発表の場をいただき、

DXを進める同士との親交の場にも。



職人の「カスタマイズ欲」を解放する次世代ビジネスモデル



「社長、もう限界です」



心理的安全性研修



DXのOSは「最新ツール」ではなく「心理的安全性」

「失敗しても大丈夫」が、自律的な提案を



地域還元プロジェクト



定量的成果：バリューアップDXの実証







一番変えるべきは「心理的安全性」という土壌。

次は、皆さんの番です。深海は待っています。


